
められ他に小面積を占めで

辺層構(中部中新統)および

出する.

熊野層灘･田

火成岩脈が露

･音無川層群はフリッシュ相を示し下位より

瓜谷累層羽六累層下部層羽六累層上部層

に3分され全体として顕著な上方粗粒化を

示している.

･牟婁層群も各種のフリッシュからなり下位

より安川累層打越累層合川累層に区分さ

れる.打越累層は塊状砂岩と砂質フリッシ

ュからなる厚層で地域の主要部を広く占め

てよく連続する.合川累層はウィルトフリ

ッシュ相を示す.これらの地層が豊富匁岩

相写真とともに記載されている.

･音無川層樺と牟婁層群とを分ける本宮断層は

地域中の最大の逆断層で地形によく表われて

いる.牟婁層群には規模の異なる多数の摺

曲構造が存在しそれが地質図によく示され

ている.

5万分の1地質図幅の新刊

栗栖川

�剉���

5万分の1地質図幅

地域地質研究報告

洲

本図幅の特色として単調なフリッシュ相から校り構造

も複雑で化石の産出も限られていることから層序確立

のために古流系や砂岩組成が重視されておりそのデｰ

タが5万分の1縮尺の付図として示されている.

さらに親切なことに東に隣接する新宮図幅の牟婁層群に

ついても同じ5万分の1縮尺の地質図がつけられてい

る.

近年プレｰトテクトニクスとの関係で論議の多い四万

十黒帯前帯の地質の実態を示すものとして一重要な地質図

であろう.

著者鈴木博之･原田哲朗･石上知良･公文富士夫･中屋

志津男･坂本隆彦･立石雅昭･徳岡隆夫･井内美郎

発行工業技術院地質調査所

取扱先地学文献センタｰ(0423)62-5050

･栗栖川地域は紀伊半島の中央部やや南よりに位置し古

注がへじ

来熊野詣に使われた熊野古道(中辺路)に沿った地域で

ある.

･この地域には標高500～1100mの山地が連なりその間に

V宇谷が発達し平地は少たい.地形には地質条件がよ

く反映している｡この地域を工0数年間にわ冠って調査を

して成果を挙げて来た表記メンバｰがとりまとめ〃)が

この図幅である.

･地質は大部分が四万十地向斜後期の堆積物である音無川

層群(始新統?)と牟婁層群(漸新統～下部中新統)で占

･おしらせ

地質調査所で出版している

おります.

地質図類は下記で販売されて

東京都府中市栄町1-18-16

地学文献センタｰ

つ=王;㍍(0423)62-5C50

地質二盟一ス

昭和弘年8肩互属

編集

発行人

発行所

総発売元

印刷所
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憲棚響δ⑰⑪甲嚢費
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工業技術院鑓質調査所

村久雄
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*国採鉱1冶金1石油学会所属採鉱技術者協会からのお短らせ

協会の短期講習

採鉱技術者協会の連続教育委員会はアリゾナ州タグ

ソンで行われる1979年10月17から19目の秋期総会と

展示会の前に4つの短期講習を主催する.

この講習は｢採鉱におけるトラック輸送の過去現

在と将来｣｢鉱石埋蔵量見積りに対する地質的統計の

庭用｣と｢天然資源会社における政策の公式化｣の第1

部と第2部である.

協会は資格授与をしない連続教育への個人的参加者

について標準化された情報の収集と交換を促進するた

めの制度機関としてこの連続教育委員会を採択してい

る.この委員会は国の水準で広く評価され承認されて

いる.出席者は1目に終る講習を受け終了証明書を受

取る.

r採鉱におけるトラック輸送の過去現在と将来｣の短期講

習は10月16目(火)に行われトラック運搬の歴史と開

発をみる.トラック部品と共に大きさと型の面から現

在有用なものが包括されている.その他討議されるも

のは'所有者の原価に関連して有用な設備の選択と考慮

すべき要素所有者カミその手段を増大するか代車を最

低限にしようとするのかに比例するトラック隊の入手に

有用な色六校方法およびトラック輸送における運営

費用と将来の傾向を如何に理解し管理するかが含まれる.

この講習はトラック輸送における最低の代車率と共に

この面における知識を広げようとする人々向けになって

いる.

この講習はBEc亘丁肌C0RP.のALANKBURT0Nに指

導される.会費は学会員は翁100.非学会員は$150.

で参加人員は25名である.

｢鉱石埋蔵量見積りに対する地学統計の応用｣は10月15目

(月)と16目(火)に開かれる.この2日間の講習は

採鉱技術者地質学者や鉱石埋蔵量分析や採鉱計画の

問題を取扱いまたこれらの問題にMAT肥R0Nの地学

的統計を応用することに興味を持つシステム分析者向け

に用意されている.統計とフォｰトランの基本知識の

あることが望ましい.

この講習に含まれる目的対象は誤差一それに影響を

与えるもの集約計算解釈モデル化および利用法

KRIGING効率と問題点を含んでいる.現在の電算機

問題の実際運用がこの講習に包含される.

この講習はアリゾナ大学採鉱および地学的統計学部

の教授H.PET醐KmD鯛N準教授YoU醐C.KI皿が

指導する.参加人員は25名である.費用は学会員が

轟175.非学会員は$250.

｢天然資源会社の政策の公式化｣の講習は2つの部に分け

られている.第I部は10月15目(月)にまた第n部

は10月16目(火)に行われる.

この講習はそれ自身で独立し単独で行われまた他

とも連結するように準備されている.この講習の目的

対象は天然資源会社の色々な階層における政策決定の

分析に適する近代的フィｰドバック分析の実用を紹介し

実証することである.

この講師は英国ブラッドフォｰド大学経営センタｰ

のシステムダイナミックスリサｰチ灘の主管者でシステ

ムダイナミックスの講師R.G.C0Y班と経営科学の講

師E-RW0LsT酬亘0LMである.

第I部の参加人員は制限なしであるが第■部は20名.

費用は各部とも学会員が蕪100､非学会員は艦150.

｢天然資源会社の政策の公式化｣第I部は業界における

実施と有効な応用の実例研究を含む.これは達成でき

る方法を知ろうと希望する管理者や分析者を対象として

いる.この講習は(1)事業会社における管理機構

と管理手続(2)採鉱操業における管理政策の実例研

究(3)天然資源会社における立案と資本支出の原資

に関する実例研究たらびに(4)計画選択のための

方法基準の応用を含む.

｢天然資源の政策の公式化｣第II部は実際的な技法の

習得を希望する管理者や分析者向けである.この講

習は(1)モデル化の原則と技法の紹介(2)色々な

例についての監督分類作業(3)モデノレにおける実習

と(4)個人の関心である事項のモデルについての監督

作業を含む.

この短期講習についての詳細は下記へ照会して下さ

い.

SM週Mee止ings]Dept.

SocietyoflM1ini皿gE皿gineers

C乱11erNo.珊,Litt1eto皿,Co1o.80123,USA

電話303-773-3424�


